
日
本
の
未
来
の
か
た
ち
に
関
わ
る
国
の
リ

ー
ダ
ー
が
変
わ
り
、
新
た
な
変
化
へ
の
期
待

感
が
高
ま
る
年
、
こ
れ
が

O
八
年
の
私
の
予

想
で
あ
る
。
根
拠
を
示
そ
う
。
三
点
あ
る
。

ト
ッ
プ
は
、

O
七
年
末
選
挙
を
へ
て
、

二

月
に
隣
国
韓
国
で
新
大
統
領
が
就
任
す
る
こ

と。

O
五
年
に
吹
き
荒
れ
た
日
本
批
判
の
嵐

を
思
い
出
す
ま
で
も
な
く
、
そ
の
先
頭
に
た

ち
、
親
北
朝
鮮
政
策
を
強
行
し
て
き
た
虚
武

絃
大
統
領
が
任
期
を
終
え
る
。
本
稿
執
録
時

の
情
報
で
は
野
党
候
補
が
有
利
．
そ
の
予
偲

通
り
の
結
果
な
ら
立
場
の
相
違
を
認
め
合
う

対
話
が
可
能
な
、
東
ア
ジ
ア
再
秩
序
化
の
パ

ー
ト
ナ
ー
に
、
韓
国
が
変
化
す
る
期
待
感
が

生
ま
れ
よ
う
。

＠ルh同』
〈

d
r
d叩

g

つ
μ

川
河M

S
F

・i
d
’
「βシ

困問

－

u
’
d
u

d
w

”d
mω 

新たな密化の
予兆

政幸

二
つ
目
は
米
聞
が
一
二
月

一
五
日
に
む
け

て
大
統
領
選
挙
一
色
に
な
る
こ
と
。
民
主
党

へ
の
政
権
交
代
が
大
方
の
予
想
だ
が
「変
化

と
経
験
」
を
掲
げ
る
ヒ
ラ
リ
l
－
ク
リ
ン
ト
ン

が
勝
て
ば
、
ま
さ
に
「
変
化
」
が
惟
界
の
キ
ー

ワ
ー
ド
に
な
ろ
う
。
夫
の
ク
リ
ン
ト
ン
と
ブ

ッ
シ
ュ
現
大
統
領
の
北
朝
鮮
核
廃
絶
政
策
失

敗
に
学
ぶ
半
島
と
大
陸
に
対
す
る
新
政
策
が
、

位
致
問
題
と
賠
償
利
権
の
狭
間
で
身
動
き
で

き
な
い

H
本
の
立
場
を
変
化
さ
せ
る
か
。
期

待
と
危
倶
が
討
論
番
組
の
テ
l
マ
と
な
ろ
う
。

三
つ
目
は
日
本
。

O
七
年
参
議
院
選
挙
に

よ
る
衆
参
の
「
ね
じ
れ
」
が
、

O
八
年
度
予

算
執
行
不
能
を
大
義
名
分
に
し
た
四
月
解

散
・
総
選
挙
へ
の
道
を
聞
く
。
ど
の
政
党
の

組
み
合
わ
せ
が
勝
者
に
な
ろ
う
と
、
政
権
交

代
の
リ
ア
ル
さ
が
生
む
政
党
問
の
緊
銭
関
係

が
、
県
獲
得
へ
の
サ
ー
ビ
ス
合
戦
、
ば
ら
撒

き
競
走
に
転
化
す
る
こ
と
を
避
け
得
な
い
。

そ
の
結
果
、
負
担
摺
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
日

本
の
未
来
の
実
相
へ
の
理
解
と
判
断
の
必
要

馬居

性
が
、
世
論
の
主
流
に
な
る
こ
と
へ
の
期
待

感
が
高
ま
ろ
う
。
さ
ら
に
、

9
・
日
以
降
、

テ
ロ
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対
応
優
先
で
崩

さ
れ
た
道
理
の
再
構
築
へ
の
必
説
、
あ
る
い

は
少
子
高
齢
・
人
口
減
少
の
リ
ア
リ
ズ
ム
に

虐
J

く
階
居
間
の
利
害
調
整
に
挑
む
世
論
の

喚
起
へ
の
展
開
が
期
待
さ
れ
よ
う
。

い
ず
れ
も
、
社
会
科
教
育
の
最
重
要
課
題

と
考
え
る
。
変
化
へ
の
期
待
が
つ
く
る
日
本

の
米
来
を
生
き
る
の
が
現
在
の
小
学
生
や
中

学
生
。
隣
国
の
状
祝
を
自
国
政
府
の
判
断
に

介
入
す
る
権
力
を
持
つ
他
国
政
府
の
変
化
と

関
連
づ
け
て
思
考
、
選
択
、
行
動
す
る
カ
の

獲
得
こ
そ
、
学
力
向
上
論
の
目
的
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
本
来
な
ら
学

習
指
導
要
領
改
訂
を
変
化
の
ト
ッ
プ
に
お
く

べ
き
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
時
間
と
知
識
の
附
削

減
に
比
例
し
て
学
力
が
つ
く
か
の
ご
と
き
不

毛
な
論
議
が
排
除
さ
れ
な
い
限
り
、
変
化
へ

の
期
待
は
生
ま
れ
な
い
だ
ろ
う
。

八
品
川
岡
大
学
教
育
学
部
V
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会，、

「
言
葉
と
体
験
』
が
強
調
さ
れ
る
背
景
！
と
聞
か
れ
た
ら
・

・

北

俊

夫

／

山

口

幸

男

／

吉

田

剛

〈
小
学
校
の
事
例
研
究
〉

比
べ
て
見
つ
け
た
！
「
工
場
と
は
ー
で
あ
る
」
：
：
：
－j

i
－－－：
：
：
：
・
：
守
山
民
利
害
：
－

m

広
い
・大
き
い
：
か
ん
た
ん
な
栂
念
だ
か
ら
こ
そ
、
大
切
に
あ
っ
か
う
べ
し
1
：
：・伊
鰻
慨
よ
郎
・：

υ

「
そ
の
時
」
を
見
逃
さ
ず
、
「
具
体
的
」
な
体
酔
械
を
・
：
：
：
：
：
：

j

i
－
－
：
・
：
：
：
：
森
川
止
樹
；
－
M

〈
中
学
校
の
事
例
研
究
〉

物
・
写
真
を
用
意
し
、
展
開
を
工
夫
し
、
知
識
と
生
徒
の
体
験
を
結
び
つ
け
る
：
－

E
野

約

店

：川

観
察
や
調
査
の
必
要
な
事
例
は
難
し
い
：
：
：
：
－
j
i
－－－
j
i
－－
・・・：
・：：
：

進
ー
か
お
り
：
－

m

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
の
活
用
に
よ
る
概
念
・
言
葉
の
体
験
化
：・：：
・・

：

：
・
：
森
才
ニ
・
：
刈

，
雷
蓑
と
体
験
の
関
係
’
を
読
み
解
く
カ
ギ

雄
弁
で
政
治
を
体
得
す
る

E・E・－：：・：
j

i
－－
－E
i
－
－
・
：
：
・
：
・

：

：・－
j
e－－
－高
瀬

言
葉
の
ル
ー
ル
と
体
験
と
し
て
の
象
徴
事
例
・
J
i
－－：：
：：：
：：：
：
・
：
：
：
・
：
進
蕗

随
伴
性
形
成
行
動
と
ル
i
ル
支
配
行
動
｜
行
動
分
析
学
の
立
場
か
ら
み
た
言
葉
と
体
験
ー
：
・
杉
山

自
由
間
接
話
法
に
よ
る
体
験
の
言
語
化
｜
イ
ン
ゲ
・
シ
ョ
ル
『
白
パ
ラ
』
を
例
に
｜
・：鈴
木

H

言
葉
と
体
験
の
関
係

elど
う
考
え
ら
れ
て
い
る
か

国
語
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
香
西
芳
信
：
－
M
／
社
会
：
：
：
：
：
J
J・
－
；
：
：
：
棚
橋

算
数
・
：
－
－
j
i
－－

：
：
：
：
浦
清
美
・
：

ω／
理
科
－
－
J
i－－
－－
j
i
－
－
：
：
：
角
匡

一淳一：－

n

聡
彦
・
・
・
お

尚
之
J

：－

n

康
志
・
・
・
引

授
業
で
，
言
葉
と
体
験
’
を
ど
う
扱
う
か

必
要
な
体
験
と
い
ら
な
い
体
験
・
：
j

・
・
：
：
；

：・

：
j
J
J・－：
；
：

：・

：
千
葉
康
弘
・
：
刈

調
べ
活
動
と
体
験
活
動
の
関
連
を
考
え
る
・
－
j
i－－：：：
j

i
－－j

i
－－
：
：
・
山
本
間
信
：
－

w

体
験
活
動
の
前
｜
準
備
の
ポ
イ
ン
ト

・

：
：

j
i－－
j
i－－：
：
：
：
・
：
；
：
：
・
武
藤
淳

：－
M

体
験
活
動
の
後
｜
レ
ポ
ー
ト
の
指
導
・
・
：
：
：
：
：
・
；
：

j
j
i－－：
・－
J

J
・
－
菊
池
八
穂
，
す
：
凶

H

言
棲
怯
体
験
w
陪
防

κ同
障
関
川
除
比
陀
同
線
梅
岡
I
l
l
i－
－

I
l
i－
－

体
験
と
経
験
の
遣
い
と
は
：
：
：
・

j
i
－－－
j
i
－

－：：：・

：
：・：
：：：
：：
：
：
塁
高

経
験
主
義
教
育
の
根
幹
は
何
か
：
：
j

i
－－
・
：
・
：
：
：

－J

J
・－：：：；
藤
井

バ
ー
チ
ャ
ル
は
体
験
と
い
え
る
か
・
：
：
・
：
：
：
；

；：
：－
T
j
i－－
－j
i－
－
：
：
：
・
福
田

脳
科
学
で
は
ど
う
位
置
づ
け
て
い
る
か
：
：
：
－
j
i－－：：
j
i
－
－
：
・
：
・
：
：
：
：
平
山

百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
l
は
本
当
か
・
：
：
j
i
－－：：：：
j
i
－－：

：
：
：
：
：
：
：
井
上

体
験
談
の
真
偽
を
め
ぐ
っ
て
｜
有
名
な
話
：
：

j
i
－
－
・
：
：
：
：
j
i
－－：：
・
：
・
村
井

体

験

談

の

羅

生

門

を

め

ぐ

っ

て

｜

有

名

な

話

：

・

舘

永

体
験
談
を
客
観
的
に
検
証
す
る
ス
キ
ル
・
：
－

e
こ
の
言
葉
’
に
は
ρ
こ
の
体
験
’

H
全
単
元
一
覧

3
年
・
：
：
：
高
井
進
一

・：
日
／
4
年
：
：
：
松
崎
力
：
・
河
川
／
5
年
：
・
：
：
：
栗
波

6
年
：
：：

橋

本

幸

康
：・
郎
／
中
地
理
：
・
青
柳

慎

一
・：
叩
／
中
歴
史

：：：
佐
藤

中
公
民
：：

岩
野
浩
美
・
ぬ

ω年
っ

て

と

ん

な

年

に

な

る

？

私

の

予

想

I

ll

i－
－

’

「
煮
崩
れ
」て
ゆ
く
「
戦
後
」
の
中
で
：
：
：
：
：
・

：
：：
j
i
－－：
j

i
－－－
j
i
－－
：
・
大
月
隆
寛
：
－
m

教
育
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
化
の
限
界
を
考
え
る
年
に

：：
：
：：・
j
i
－－－J
i
－－－

森
隆
夫
・
：

m

ハ
ズ
レ
予
想
を
し
て
み
れ
ば
・
：
：
：
j
i
－－：
j
i－－－：

j
i
－－：：：
－j
i－－－：
長

尾

彰

夫
・：似

格
差
社
会
の
拡
大
に
伴
う
「
教
育
格
差
」
と
「
い
じ
め
問
題
」
の
深
刻
化
：
；
j
i－
－
－
森
一
夫
：
－

m

原
油
高
騰
に
振
り
因
さ
れ
る
年
：
・
：
：
・
j
i
－－・：
：
：

・：：：：・
E
i－
－
：
：
・
・
溢
津
文
隆
：
－

m

新
た
な
変
化
の
予
兆
：
：
：
：
：
：
：
：
J
i
－－j
i
－－：

：・：
j
i－
－
：
：
：
：
：
・
：
：
馬
居

政
宰
：
－

m

明
る
い
未
来
が
描
け
な
い

：：
j

i
－－・：：
j
i－－：：
j
i
－－
：
：
：
・：：：・

E・E・
－
－
戸
田
善
治
：
・
制

限
界
・
境
界
を
超
え
た
「
協
働
」
の
年
！
：
：
：
：
－

j
i
－－：・

：：：：
j
i－
－
：
：
・
：
成
田
喜
一
郎
・：
削

一二

．
討
論
に
発
展
！
社
会
科
ネ
タ
多
文
化
社
会
理
解
の
開
発
教
育
園

と
な
り
に
生
き
る
外
国
人
：
：
：
j
i－－：
j
i－
－
：
：
：
：
：
：
：
：：：
j
i－－・：
：
田
中

一一・…

・
社
会
科
教
師
の
基
礎
教
養
世
界
史
の
こ
と
ば
、
世
界
史
へ
の
ロ
マ
ン
回

長
い
羽
世
紀
わ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

i
ド
イ
ツ
統
一は
鉄
と
石
炭
に
よ
っ
て
な
し
と
げ
ら
れ
た
m
H
I
E
－：
原
田

一二

・
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
世
界
で
広
が
る
市
民
科
の
動
き
か
ら
学
ぶ
も
の
回

イ
ギ
リ
ス
市
民
科
の
評
価
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
：
・
・
：
：
・
：
：
j
i
－－
j
i

－
－
：
：
田
中
縛
之
・
：
川

座

・

教

科
書
を
使
っ
た
学
び
方
ス
キ
ル
の
基
礎
基
本

l
こ
こ
で
こ
う
い
う
指
導
が
効
果
的
回

講

食
料
自
給
撃
の
具
体
化
と
価
値
判
断
の
表
現
の
必
要
性
：
j

i
－－：
j

：：：

白
井
忠
雄
：
－
m

載

・

教

科
書
教
材

更

新

中

授

業
で
使
え
る
こ
の
数
字
こ
の
デ

l
タ

固

連

グ

l
グ
ル
ア
ー
ス
が
社
会
科
授
業
を
変
え
る
そ
の
2
・：：
j
i－－
－－
j
i
－－
川
原
雅
樹
：
－
m

一－

．
社
会
科
新
授
業
の
，
未
来
予
想
図
’
回

中
教
審
教
育
限
程
部
会
の
審
鰻
の
ま
と
め
の
読
解
点
回
・
：
：
：

：
：
：
：：：
・：
安
野

功・
：
間

一一－

．
新
指
導
要
領
で
綬
業
づ
く
り
改
訂
点
は
ど
こ
か
l
中
学
校
｜
回

社
会
科
の
内
容
を
改
告
す
る
帯
白
…
＠
「
社
会
科
全
体
と
地
理
的
分
野
の
改
善
の
方
向
性
」
：
・
大
杉
昭
英
・
：
明

開
伺
制
判
制
岨
こ
こ
に
「
こ
の
授
業
あ
り
」
圃

州
劇
川
劇
川
り
栄
一
：
：
－
J

J
・－：
j
i
－－：
・：

j
i
－
－
：
：
：
：
：

：
：：－
j
i－
－
西
脇
保
芋
：
明

郎
官
紙
イ

J
J
H

｝

吉田j告さ氏の侵築（恩沢市立原ケ問中学校）

啓
司
－－－

m

千春・・・
印

正
弘
・
・
・臼

諭・・・倒

尚
美
－
－－
mw

和淳
樹潤志
i2io6・a 

昭
文
・
・・回

育美・・・川別

治
彦
・
・
・
川

智仁・・・山川
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